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　今年の日本の夏は，まさに「半端ない」猛暑でした。
埼玉，岐阜では最高気温が 41℃という，人間の体温を
大きく超える未知の領域に入り，連日全国各地で熱中
症患者が発生しました。2020 年東京オリンピック・パ
ラリンピックを含め，今後の日本社会に異常気象が及
ぼす影響が懸念されています。
　7 月 29 日から 8 月 2 日まで，ハワイ，カウアイ島で
開催された Spine Across the Sea（北米脊椎外科学
会・日本脊椎脊髄病学会合同会議）に参加してきまし
た。現地の最高気温は 28℃程度。日差しは強いもの
の，爽やかな風が心地よく感じられました。これから
は，「ハワイに避暑に行く」時代になるかもしれませ
ん。折しもハワイでは，7 月からポリエチレンのレジ
袋を有料化する法律が施行されたばかりでした。スー
パーマーケットはもとよりデパートや高級店に至るま
で，買い物の際はショッピングバッグを持参するか，
レジ袋を15セントで購入しなければなりません。2020
年にはレジ袋は完全に廃止されるそうです。パリ協定
離脱などトランプ大統領の逆行する政策とは裏腹に，
州単位では「環境保全」「地球温暖化対策」に向けた取
り組みが一歩ずつ進められているようです。
　今年の異常気象は日本に限ったものではなく，北
米，ヨーロッパ，中国などでも 50℃を超える異常高温
や大洪水などの被害が伝えられています。地球が「ヒ

トの住める星」であり続けるためには，いよいよ世界
規模で地球温暖化対策に本腰を入れていくべきなので
しょう。日本でも米国に倣って市民生活レベルからの
取り組みが求められているのだと思います。もっと
も，まずは大国のリーダーたちの考え方を変えてもら
うのが先決かとは思いますが。
　今月号の特集は「間葉系幹細胞治療の現状と課題」
です。本特集の論文で示されている研究の多くがそう
であるように，近い将来に様々な再生医療が実用化さ
れることが期待されます。その一方で，美容外科領域
などで有効性が不明瞭な「幹細胞治療」が横行してい
ることも事実です。岩田　久先生には，再生医療の申
請を審査されているお立場から，現状における再生医
療の問題点・課題について指摘していただきました。
　篠田達明先生による「医療史回り舞台」では，「『北
海道』命名 150 年に想う」と題して，開拓当時の蝦夷
地を探検した松浦武四郎が紹介されています。筆者は
北海道に生まれ，北海道に住んでいるにもかかわら
ず，恥ずかしながら「北海道」命名のいきさつや，松
浦武四郎の関与について全く知りませんでした。新政
府の方針に逆らってまで，アイヌの人々の生活を尊重
し保護しようとした松浦武四郎のような崇高な精神の
持ち主が，150 年も前にいたということに深い感銘を
受けました。 （山下敏彦）
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